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来
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
係
る
安
倍
首
相
の
見
解
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
四
〇
七
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
九
〇
号
）
を
踏

ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
九
〇
号
）
に
お
い
て
答
弁
を
さ
れ
た
、
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
関
す
る
問
題
の
平
和
的
解
決
の
た
め
に
ロ
シ
ア
が
積
極
的
か
つ
明
確
な
行
動
を
行
う
場
合
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を

指
す
か
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
四
〇
七
号
）
で
は
、
「
…
ロ
シ
ア
が
、
平
成
二

十
七
年
二
月
十
二
日
の
「
ミ
ン
ス
ク
合
意
履
行
の
た
め
の
措
置
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（
以
下
「
停
戦
合
意
」
と
い
う
。
）
に
基
づ

い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土
の
一
体
性
を
完
全
に
尊
重
す
る
形
で
、
事
態
の
平
和
的
解
決
に
向
け
て
、
建
設
的
に

行
動
す
る
場
合
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
を
な
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
が
事
態
の
平
和
的
解
決
に
向
け
て
、
そ
し

て
建
設
的
に
行
動
す
る
よ
う
促
す
た
め
に
も
、
日
本
政
府
が
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
解
除
に
向
け
て
、
積
極
的
に
提

案
す
る
べ
き
で
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

来
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
は
安
倍
首
相
が
議
長
で
あ
る
。
議
長
国
の
権
限
・
権
利
の
中
で
、
ロ
シ
ア

を
招
待
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
安
倍
首
相
の
考
え
如
何
。

一



右
質
問
す
る
。

二


